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☆　はじめに

　新年度がスタート、ゴールデンウイーク
も迎えました。陽気も今年は例年よりも暑
くこれは温暖化の影響でしょうか今年の夏
はとても暑くなりそうな予感がします。ま
たこの時期は寒暖差もあります。皆様も十
分お身体を大切にお過ごしください。さて
今回のスタジオ夜話またまた前回に引き続
き「ヘッドホン聴取を前提としたサウンド
ドラマの制作」のお話です。具体的なアプ
ローチでお話します。お付き合いよろしく
お願いいたします。

☆サウンドドラマの制作技法その実際　
　空間表現　サラウンドでの定位のお話
　　
　前回のお話でNHKのドラマ制作では定
位位置にアドレスなるものを決め、スタッ
フ間での定位位置をコミュニケーションし
ていたというお話をしました。その定位位
置はステレオ前面での左から右5か所で
す。サウンドドラマ制作では若干の微妙な
修正はあるもののこの5点で十分といえる
でしょう。ドラマ上の設定空間はこの5点
で十分で、あとは実際に音を配置してその
都度都合で修正するのです。逆にこれ以上
子細に定位位置を指定する意味はドラマの
本質とは全くの無縁と言ってよいでしょう。
さてステレオではこの5点の定位位置なの
ですがサラウンドではさらに後方の定位位
置が加わります。リスナーにとってこの右、
左の定位感は？といいますとこれが実際に
はなかなか曖昧です。通常のステレオでは
左右スピーカーセンター位置の定位感は
ヴァーチャル定位で若干の曖昧さを伴うも

☆サウンドドラマの制作技法その実際　
　空間表現　全方位での定位のお話　1

　ステレオ、サラウンドでの音の定位位置
についてお話をしてきました。それでは全
方位ではこの定位位置はどうなるのでしょ
う？基本的にはサラウンドと同じです。考
え方としてサラウンドの定位位置に上下感
が加わったと考えてください。一番上方と
下方は地球儀でいう南緯北緯60°より上
か下になります。正確に真上とか真下に定
位するのではなく、真上ゾーンという定位
です。ステレオ、サラウンド、全方位でも
サウンドドラマ制作ではこのゾーンという
定位位置が基本です。しかしここで重要な
問題が生じます。それが今回のテーマでも
ある「ヘッドホン聴取を前提としたサウン
ドドラマの制作」という問題です。ヘッド
ホン聴取はスピーカー再生とは全く違いま
す。それは左右の耳にはそれ専用のスピー
カーが配置されているからです。左右に定
位した音は間違いなく左右で聞こえます。
逆にいえばそれ以外に定位している音、例
えばセンターなど全ての左右以外の音は
バーチャル定位なのです。ヘッドホン聴取
でモノ音源は頭内のセンター定位です。ど
んなにOFFの音でも頭内で小音量のOFF
ぽい音なのです。逆に右に聴こえる音は確
実に右から聞こえてきます。OFFの音も
OFFぽい音で右耳で小音量できこえてきま
す。それぞれOFFぽく聴こえるのはOFF
ぽい音質なのですが心理的問題です。実際
の聴取では人間は両方の耳で音のやってく
る方向や距離などを判断しているのです。
スピーカー再生ではこの判断能力と錯覚を
利用してサウンドドラマ制作をおこなって

のでした。音像がピンポイントで定位する
ものではないのです。スピーカー間の定位
とはそんなものです。サラウンドでは正面
センターがあるのでこれはきちんと定位し
ます。またセンターとそれぞれ左右間もバー
チャルとはいえスピーカー間が狭くなった
ことによりその定位感も若干向上している
ともいえます。ではサラウンドでのフロン
ト右とリアー右の間の定位はいかがなもの
でしょうか？これが実に曖昧でかなりいい
かげんなものなのです。（好い加減ではあり
ません。）人間は基本的に正面に聴こえるも
のはそれなりに音方向を認識できますが横
や後ろといった方向での認識は前方向と比
較するとその曖昧さは歴然としています。
たとえて言えば右の方とか後方とかという
範囲です。特にサラウンドではフロント左
右と後方左右のスピーカー配置距離もあり、
リスナーが仮に右を正面に向き直してもそ
のセンター定位は通常のステレオに比較し
てもかなり曖昧です。したがってサウンド
ドラマ制作ではこのサラウンド左右は右の
方と後方スピーカーのある右後方という2
点で筆者は表現しています。
確かにフロント右を大きめに右後方を小さ
めの音量設定をすれば右方向に音は広がっ
た感じになります。またステレオ収録した
音源をそこで再生すればそれなりの定位感
で空間性をもって再生されますが、ドラマ
設定上では右の方というくくりです。よほ
どのことが無い限りこの2点で十分なので
す。あとは後方スピーカー左右間の定位で
すがこれは後方という1点で十分です。こ
れがステレオとサラウンドでのサウンドド
ラマ制作における定位位置の指定です。
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「サウンドドラマの制作技法その実際」Ⅷ
ヘッドホン聴取を前提としたサウンドドラマの制作
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〇〇丸丸のの位位置置がが定定位位位位置置ににななりりまますす。。アアドドレレスス番番号号ととゾゾーーンンのの呼呼びび方方でですす。。
実実際際のの制制作作作作業業ででははここれれででもも多多いいぐぐららいいのの定定位位位位置置ににななっってていいまますす。。

ヘヘッッドドホホーーンン聴聴取取のの場場合合基基本本ここのの仮仮想想球球体体のの大大ききささははエエンンココーーダダーー
提提供供各各社社でで違違いいまますすがが同同一一制制作作ププロロジジェェククトト内内でではは変変更更ででききまませせんん。。
ままたたププロロジジェェククトトがが異異ななっっててもも変変更更ででききなないいももののがが多多いい

頭頭外外仮仮想想定定位位位位置置ﾀﾀﾞ゙ﾐﾐｰーﾍﾍｯｯﾄﾄﾞ゙収収録録だだととここのの範範囲囲かからら外外側側ががすすべべてて有有効効

右右後後方方 左左後後方方 頭頭外外仮仮想想定定位位位位置置のの円円弧弧　　
後後方方ゾゾーーンン 全全方方位位エエンンココーーダダーーのの例例

右右ゾゾーーンン 左左ゾゾーーンン

アアドドレレスス名名
アアドドレレスス番番号号

上上方方ゾゾーーンン  ＋＋  アアドドレレスス名名・・番番号号
左左ははワワイイヤヤーーフフレレーームム図図

ここのの中中心心ににリリススナナーーががいいるるののでですす。。

やややや上上ゾゾーーンン＋＋  アアドドレレスス名名・・番番号号

ササララウウンンドドゾゾーーンン＋＋  アアドドレレスス名名・・番番号号

リリススナナーーははここののワワイイヤヤーーフフレレーームムのの中中心心ににいいまますす。。

頭頭外外定定位位位位置置のの設設定定
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います。ところがヘッドホン再生となると
スピーカー再生とは違った制作手法が必要
となります。理解しやすくするためにステ
レオでのお話に少し戻ります。サウンドド
ラマ制作でたとえば主人公モノローグをモ
ノラルセンターに設定するとヘッドホン再
生では頭内のセンターから聴こえます。主
人公の台詞が同様にセンターで再生され
るとモノローグと台詞との区別つきませ
ん。（もちろん言い回しなど演出するのです
が・・）なんとか音的に区別したいものです。
そこで台詞はMS方式などでステレオセン
ター収録を試みます。すると同じセンター
定位でも台詞は空間性をもって聴こえるこ
とで音的に区別できます。ヘッドホン再生
ではこのモノラル音源の定位感とステレオ
収録音源での定位感がスピーカー再生より
も如述にでます。ステレオ収録の基本なの
で十分ご承知のことと思います。この違い
はステレオでの左右に音量差や時間差（位
相違い）など収録環境での様々な要因（物
理的フィルター）によって起こることが原
因しています。今日これら要因について様々
に処理できる技術が開発されています。そ
の結果ヘッドホン再生では頭外定位までも
がシュミレートできるようになっているの
です。もちろん全方位で可能です。

☆サウンドドラマの制作技法その実際　
　空間表現　全方位での定位のお話　2

　さて全方位での音創りですがスピーカー
再生を前提とするとその再生環境はそれこ
そ様々で基準となるお話はなかなか難しい
ことになってしまいます。そこですべての
人が等しい条件で聴くことができるヘッド

ホン再生によるサウンドドラマ制作という
ことになる訳です。前に全方位での音の配
置についてリスナーを取り巻く仮想球体の
任意の位置に音を配置したり、その仮想球
体のフレーム上移動させたりするとお話し
ました。（そのイメージは参考図参照）多く
のこうした全方位での制作ツールはそのフ
レーム上に音源を配置するとあります。ス
タジオ夜話、サウンドドラマ制作では音源
や音そのものを配置するのではなく、その
音源を再生するスピーカーを配置すると言
い換えます。これは非常に重要なことです。
右方向遠方より登場人物が声かけながら近
づいてくるシュチエーションを想定してみ
ましょう。仮想球体フレーム上右にスピー
カーを配置します。そのスピーカーから再
生される台詞はOFFからONにかけて事
前収録した音源です。すると右遠方からリ
スナーの近くまで台詞は移動してきます。
仮想球体の大きさは音源ごとに大きさを変
えることはできません。まして時間軸にあ
わせては不可能です。（相当処理の早いまた

アプリケーションが対応している遠近まで
もコントロールできるものがいずれ登場す
ることを期待しながら今はこの方法で対応
します。）しかしここまでが限界で仮想フ
レーム内耳元まではこれも近づくことがで
きません。ダミーヘッド収録を音源収録時
に併用します。（ミックスのテクニックは後
日）こうした様々な方法で全方向での距離
感を表現していくのです。

☆　次回は
今回はここまでです。
　次回はさらに詳細に具体的に全方位サウ
ンドドラマでの音の配置など様々な応用に
ついて具体的にお話します。引き続き次回
もスタジオ夜話よろしくお願いいたします。

ー 森田　雅行 ー


